
資料４

ＵＴＭグリッド地図（地理院地図）の

防災業務への利用 について

国土地理院 中部地方測量部

平成26年3月5日
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広域災害では、様々な機関が
人命救助・復旧のため派遣

それらの機関が 災害地域で迅速に協力して

人命救助 復旧のため派遣

それらの機関が、災害地域で迅速に協力して
目的を達成するためには

災害情報 共有と災害 位置情報を共通化が重要災害情報の共有と災害の位置情報を共通化が重要

この2つの機能を併せ持っているのが、
グ ド 院ＵＴＭグリッド地図（地理院地図）
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ＵＴＭグリッド地図（地理院地図）は何故
災害情報の位置情報を共通化ができるか

・各機関の目的をもって作成している地理情報（縮尺や地理情報の表現の違い）に
ＵＴＭグリッドを加えることで、共通の位置情報ツールに変えることができます。ＵＴＭグリッドを加える とで、共通の位置情報ツ ルに変える とができます。

・その他、地名を知らなくとも、地名のない場所でも確実に情報が伝えられます。

中部圏戦略会議では、東日本大震災反省から、
広域災害でも使用できる、共通の位置情報のツールが必要

陸上自衛隊・警察・四管が、UTMグリッドを組み込んだ3機関共通の地図を作成
中部圏地震防災基本戦略を策定（平成24年11月5日）
実施すべき個別検討項目に 防災機関が使用する共通地図の作成が位置付け

陸上自衛隊・警察・四管が、UTMグリッドを組み込んだ3機関共通の地図を作成
中部圏地震防災基本戦略を策定（平成24年11月5日）
実施すべき個別検討項目に 防災機関が使用する共通地図の作成が位置付け→実施すべき個別検討項目に、防災機関が使用する共通地図の作成が位置付け

られた
戦略会議のコアメンバー20機関による共通地図の打ち合わせ（11月28日）

→実施すべき個別検討項目に、防災機関が使用する共通地図の作成が位置付け
られた

戦略会議のコアメンバー20機関による共通地図の打ち合わせ（11月28日）

これらの背景から

→中部圏では自衛隊仕様のUTMグリッド地図を共通地図とすることが決定された→中部圏では自衛隊仕様のUTMグリッド地図を共通地図とすることが決定された

中部圏共通のグリッド地図の検討
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地理院地図にグリッド表示機能を追加

地理院地図 URL http://portal.cyberjapan.jp/ 3



地理院地図でのUTMグリッド線の表示方法

必要な縮尺にしてマウスを右クリック →必要な縮尺にしてマウスを右クリック →
UTMグリッドの表示を選択

＊表示している地図は1/25 000＊表示している地図は1/25,000
UTMグリットは1ｋｍメッシュ

（表示している縮尺により、1kmメッシュ、
10ｋｍメッシュの表示選択ができます。）ッシ 表示選択 きます。）

UTMグリットが表示できる縮尺の範囲は
1/2,500～1/100万
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ＵＴＭポイント表示例

例えば、県庁のグリッドコードを
表示させるには

県庁をマウスで指して「右ク
リック」し、メニューから「UTMポ
イントの表示」を選択

の読み方が不慣れでもUTMの読み方が不慣れでも
確実に情報が伝えられます。

６２

UTMポイント
マウスで右クリックした

位置を8桁の数字で表示

７０グリッドコード
７３00ラインから右に６２ 位置を8桁の数字で表示７３00ラインから右に６２
９４00ラインから上に７０

７３６２ ９４７０
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UTMポイントから目的の位置にジャンプ
（ ５３SPU７３６０９４８０はどこ？）

検索窓に ５３SPU７３６２９４７０
と入力して移動ボタンを押す

（ は大文字 ）（SPVは大文字で）

その他マウスの右クリックで表示
できる機能

住所（丁目又は大字まで）、緯度、
経度、標高及び1/25,000地形図名

表示できる縮尺の範囲は
1/2,500～1/500万
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中部地方測量部管内及びその周辺のUTMグリッドデータ（kml形式）
http://www gsi go jp/chubu/cb‐utmgrid htmlhttp://www.gsi.go.jp/chubu/cb utmgrid.html

○UTMポイント番号の説明
５３SPU７３６２９４７０５３S U ３６ ９ ０

【表示の説明】
53：経度帯名

（例えば東経132-138度は53
東経138-144度は54）

S ：緯度方向（南北方向）を８度ごとにS ：緯度方向（南北方向）を８度ごとに
区切り、アルファベット１文字を割り
当てたもの
（例えば北緯24-32度はR，32-40度はS）

PU：100km四方のエリアを一定の表記
法によりアルファベット２文字で表示
したもの。（UTM100km平方地域コード）

7362：経度方向（東西方向）のUTM座標値
（73620（m）を、7362と表記）

9470：緯度方向（南北方向）のUTM座標値緯度方向（南北方向）の 座標値
（94700（m）を、9470と表記）

○グリッドﾞ番号
５３SPU７３００９４００

【表示の説明】
・グリッド番号は左下座標値を表示
・表示方法は、ポイント番号と同様
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・インデックスをクリックすることで1kmメッシュ及び10kmメッシュのkml形式のデータを
ダウンロードできます。



（参考）UTM座標系
55帯

緯度は8°毎にゾーン分け

54帯

T （40°～48°）

40°N

52帯

53帯
S （32°～40°）

32°N

51帯 R （24°～32°）

24°N

Q

経度を6°毎にゾーン分け

126°E 132°E 138°E 144°E
Q （16°～24°）
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台風２６号による災害対策で使用されたＵＴＭグリッド地図

・中部地方整備局に提供したＵＴＭグリッド地図の利用状況

ヘリによる台風２６号の伊豆大島状況調査及びＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ派遣に資す
るため、中部地方整備局からＵＴＭグリッド地図の要請があり、当部は１kmグ
リ ドの出力図を提供しましたリッドの出力図を提供しました。

この出力図は、ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥによって現地で活用されたほか、本局の災
害対策室においては、ＵＴＭグリッド地図を張り出し、そこにＴＥＣ-ＦＯＲＣＥや
通信車などの展開状況を記入して情報を共有していました。

中部地方整備局防災対策室に
貼り出された、ＵＴＭグリッド地図
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ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが、国土交通大臣へ現地の状況の
説明に、ＵＴＭグリッド地図を使用 ＊大臣への説明写真は中部地方整備局ホームページ 「台風２６号に

伴う中部地方整備局ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ活動記録 第３報」より転写


